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国立民族学博物館調査報告 56：207－234（2005）
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はじめに

 2005年1月，国立教育政策研究所教育課程センターは，2003年11月に，高校3年生

と教員に実施した「高等学校教育課程実施状況調査」の結果概評（申問報告）の報告

書，『平成15年度教育課程実施状況調査（高等学校）一ペーパーテスト調査集計結果及

び質問紙調査集計結果一』（以下，「平成15年度教育課程実施調査（高校）』と略記する）

を刊行した。同報告書によれば，教員への「博：物館や郷土資料館等の地域にある施設を

活用した授業を行っていますか」との設問に対し，「行っている方だ」，「どちらかとい

えば行っている方だ」と回答した教員は，世界史Aで1．3％，世界史Bで0．8％に過ぎな

かった。それに対して，「行っていない方だ」との回答は世界史Aで85．9％，世界史B

で84．0％に達した（国立教育政策研究所教育課程センター2005：113，117）。この傾向

は，地理歴史科（以下，「地歴科」と略記する）の他科目でも，ほぼ同様であった（国

立教育政策研究所教育課程センター2005：253，307，377，419）1）。現行学習指導要領地歴

科（高校では，現行学習指導要領のもとでの教育課程に2003年度から学年進行で移行

し，2005年度をもって完成した）では，「各科の指導に当たっては，情報を主体的に活

用する学習を重視するとともに，作業的，体験的な学習を取り入れるよう配慮するもの

とする」（文部省1999：46）として，博物館等を活用した学習を喚起するなど，今日，

「学びの空間」としての博物館の役割が期待されている（森茂岳雄2005：4－5）。しかし，

前述の調査結果は，旧教育課程に対するものであったことを差し引いても，高校で博物
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館等を活用した学習がほとんど実施されていないことを示しており，深刻な状況といえ

る。

 学校が博物館を積極的に活用していない理由について，考えてみたい。国立民族学博

物館（以下，「民博：」と略記する）の報告書，『学校における博物館の利用方法をめぐっ

て』（国立民族学博物館民族学研究開発センター2001：18－19）では，学校側から民博：

に対して，教員向けの生徒指導のための補助資料を作成して欲しいとの要望が寄せら

れ，博物館が教員の活動をどう支援・指導していくかが，重要課題となっていることを

指摘している。学校と博物館の連携を考える場合，イギリスの博物館活動は参考にな

る。小島道裕（2000：20－34）によれば，イギリスの博物館では，学校への支援策とし

て3つの方法がとられている。

 ①博物館が直接生徒を指導する方法

 ②博物館は情報や資料を提供して，先生が指導する方法

 ③学校へ資料セットを貸し出して，学校の教室で使ってもらう（アウトリーチ）方法

 イギリスでは，①の方法は，比較的小規模の博物館で実施している場合が多い。②に

ついては，大抵の博物館が行っており，教員の活動を支援・指導するために，教員用資

料集を制作するとともに，教員向け講座を開催しているという。教員用資料集の内容

は，利用案内，展示の解説，展示の背景となる歴史や文化の解説，学校のカリキュラム

との対応表，ワークシート，展示を使った作業の実例，図表・写真などから構成されて

いる。③については，3割ほどの博物館で実施しているとのことだ。

 前述の『平成15年度教育課程実施調査（高校）』での教員に対する質問紙調査の集計結

果から明らかなように，地歴科の授業を見る限り，高校では博物館がほとんど活用され

ていないのが実情である。授業で博物館を積極的に活用していくためには，②と③の取

り組みが期待される。③のアウトリーチ教材の開発と貸し出しについては，民博のMI

NPAC（みんばっく）をはじめとしていくつかの博：物館や大学ですでに実施し，成果を

上げている。しかし，②については，現在のところ，研究や実践はわずかである2）。日

本の博物館でも展示案内や展示品カタログを制作・販売しているが，博物館展示と学校

カリキュラムの対応表をつくるような取り組みは，皆無といってよい。両者の連携を深

めていくためには，博物館展示を学校のカリキュラムの中に位置付ける取り組みが必要

である。

 本稿の目的は，民博の展示品や諸資料を地歴科世界史の中に位置付け，授業で活用で

きる「異文化理解教育のプログラム」を開発することである。本稿では，その試みとし

て，地歴科世界史A・Bの内容に対応して開発した単元，『「大航海時代」以後のヒトの

移動とモノの交流は，人々に何をもたらしたか？1」について報告する3）。この単元の

開発にあたっては，民博の展示・資料を地歴科世界史の内容にどう結び付けるかが重要

な課題となる。そのため，筆者は，事前に「現行学習指導要領地歴科世界史と民博展
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・尻
P単元・・大㈱代似後…の移動やモ・の蝋…何をもたらしたか・・」・諭

示・ビデオテークとの対応表」を作成し，それに基づいて単元の開発をおこなった。ま

た，資料として，「現行学習指導要領地歴一世界史と民博展示・ビデオテークとの対応

表」を論文末に添付する。

1「アメリカ展示」を活用した地理歴史科世界史の単元開発

 一単元の概要及び単元と国立民族学博物館の展示・資料の関連

  について一

 単元「r大航海時代」以後のヒトの移動とモノの交流は，人々に何をもたらした

か？1」は，民博の「アメリカ展示」とそれに関連するビデオテークを，地歴科世界史

A・Bの内容に照らして活用するために開発したものである。単元の構成と配当時間

は，以下の通りである。

第1次民博内の活動（4時間程度）

 ……筆者が作成した，アメリカ展示活用のための手引書，「r大航海時代」以後のヒト

の移動とモノの交流は，人々に何をもたらしたか？1」（第2節を参照）と，ワーク

シート（第3節を参照）を使って活動する。

第2次 事後学習：レポートの作成（家庭学習）

 ……ワークシートの記録や民博で収集した写真や資料をもとに，レポートを作成す

る。レポートのテーマについては，本節の「10．展開計画・展開記録」を参照のこと。

第3次 事後学習：レポートの発表（2時間）

 ……提出されたレポートの中から数点を選び，クラス内で発表を行う。レポート発表

後，民博展示についての感想や意見を述べる。

 次に，現行学習指導要領と民博展示・資料の関連，単元の内容と実施方法について

は，下表に示す。

1．単元名（活動名）

「大航海時代」以後のヒトの移動とモノの交流は，人々に何をもたらしたか？！

2．対 象：高等学校（全学年）    3．展示および資料との関連

 授業者：田尻信壼

4，教科領域との関連性：

（現行学習指導要領の内容との対応を示

す。現行学習指導要領中の本単元の内容

に関わる部分には，下線を引いた。）

    ．毬

砂糖キビ搾り機（左）

と砂糖玉（上）
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・地歴科世界史A

（2）一体化する世界

  16世紀以降の世界商業の進展と産業

革命後の資本主義の確立を中心に，世

界の一体化の過程を理解させる。その

 際，ヨーロッパの動向と日本などアジ

 ア諸国の対応に着目させる。

ア．大航海時代の世界

  大航海時代のヨーロッパとアフリ

カ，アメリカ，アジアとの接触・交流

を扱い，16世紀の世界の一体化への動

 きを理解させる。

イ．アジアの諸帝国とヨーロッパの主権

 国家体制

  アジアの諸帝国の政治と社会，ヨー

 ロッパの主権国家体制の成立，大西洋

貿易の展開を扱い，17世紀及び18世紀

の世界の特質を理解させる。

・地歴科世界史B

（4）諸地域世界の結合と変容

  アジアの繁栄とヨーロッパの拡大を

 背景に，諸地域世界の結合が一層進ん

 だことを把握させるとともに，主権国

家体制を整え工業化を達成したヨー

ロッパの進出により，世界の構造化と

社会の変容が促されたことを理解させ

血
イ．ヨーロッパの拡大と大西洋世界

  ルネサンスと宗教改革：，新航路の開

 拓，主権国家体制の成立，大西洋貿易

を扱い，16世紀から18世紀にかけての

ヨーロッパ世界の特質とアメリカ・ア

フリカとの関係を理解させる。

◇アメリカ展示関係

1．踏み鋤（アメリカの生活）

2．ジャガイモ・トウモロコシ等（アメ

  リカの食物）

3．砂糖キビ搾り機と砂糖玉（砂糖プラ

  ンテーション）

4．衣装（ヨーロッパとアメリカの交流）

◇アフリカ展示関係

5．農具（鍬・鋤・鎌など）（アフリカの

  生活）

6．アシャンテ王国の分銅（大西洋の奴

  隷貿易）

7．装身具（トンボ玉・ヨーロッパの金

  貨）（大西洋の奴隷貿易）

◇ビデオテーク

8．アンデス高地の農耕と牧畜（アメリ

  カの生活）

9．アンデス高地の一日（アメリカの生

  活）

10．フルベ族 村の生活（アフリカの社

  会・生活・文化）

11．ボゴの王さま一北カメルーンー（ア

  フリカの社会・生活・文化）

12．ボゴの音楽（アフリカの社会・生活・

  文化）

13．ガウンデレの音楽（アフリカの社

  会・生活・文化）

14．ゴレ島一奴隷の島から文化の島へ一

  （大西洋の奴隷貿易）

◇音楽・言語

15．インカのキープ（結縄）（アメリカ

  の文化）

◇特別展（「西アフリカおはなし村」）4）

16．コーランとコーラン台

17．学習板

18．ヒョウタンの容器
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田尻 単元・・髄時代似後…の移動…の交流は・人・・何をもたらしたか・・」・

5．実施時期：

本単元の実施時期に合わせて

6．総時数：

 6時間程度（レポート作成の時間は除く）

7．単元（活動）目標：

（1）生徒は，アメリカ社会の特質と16世紀から18世紀に

 かけてのアメリカと西欧，西アフリカとの関係を理解

 し，大西洋貿易や砂糖プランテーションの構造や影響

 について，説明できる。

（2）生徒は，大航海時代以後，アメリカ世界が他の地域

 世界の発展や生活の安定に与えた影響について理解

 し，説明できる。

（3）生徒は，大航海時代以後のアメリカ社会の文化のク

 レオール化について，具体的事例をあげて，説明でき

 る。

（4）生徒は，（1）～（3）の目標を達成するために，アメリカ

 展示の手引書を活用しながらアメリカ展示を中心に，

 展示品やビデオテークを鑑賞し，写真やメモなどで記

 録することができる。

（5）生徒は，大航海時代以後のヒトの移動とモノの交流

 についてのレポートを作成し，その内容を発表するこ

 とができる。

8．キーワード

・大航海時代

・大西洋世界

・大西洋貿易（三角貿易）

・作物の伝播

・砂糖プランテーション

・クレオール

9．単元について（教材観・単元設定の理由・国際理解教育の視点など）

（1） 現行学習指導要領地歴科世界史では，今日の歴史研究や歴史教育の研究を背

 景に，16世紀から18世紀にかけての学習が重視されることになった。たとえば，

 世界史Bでは，地域世界として，「大西洋世界」が登場した。また，世界史Aで

 は，「大西洋世界」という地域世界概念を用いていないが，同時期の世界の構造

 を示す用語として，「大西洋貿易」が使われている。 「大西洋世界」とは，西

 ヨーロッパの新航路開拓以後，大西洋を挟んでヨーロッパ，アメリカ，西アフリ

 カの三地域間に形成された地域世界であり，「近代世界システム」（1．ウォラー

 ステイン）としてとらえられる。「近代世界システム」は，西アフリカから西イ

 ンド諸島などの奴隷制プランテーション地域への奴隷貿易を中核としてヨーロッ

 パ，アメリカ，西アフリカ間に形成された大西洋貿易（大西洋の三角貿易）とし

 てあらわれた。大西洋貿易の進展は，西アフリカに深刻な人口減少をもたらし，

 西インド諸島やブラジルに奴隷労働に基づく砂糖プランテーションを発達させて

 いる。大西洋貿易と砂糖プランテーションの成長は西欧とりわけイギリスに莫

 大な利益をもたらし，産業革命の資本蓄積を推進する一方，アメリカと西アフリ

 カの低開発を促すことになった。

 しかし，「大西洋世界」の教材化にあたっては，大きな障害がある。大西洋の三

 角貿易や砂糖プランテーションの実態を知るための教材として，文字資料に頼ら

 ざるを得ないというのが実情である。その結果，授業は抽象的な概念や用語を用
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いた授業になってしまう傾向があ

る。幸いにも，民博の「アメリカ

展示」には，砂糖プランテーショ

ンで用いた「砂糖キビ搾り機」や

「砂糖玉」などが展示されている。

また，「アフリカ展示」には，大

西洋の三角貿易の交易品であった

「トンボ玉」などが展示されてい

る。それらの資料を活用すること

で，大西洋の三角貿易や砂糖プラ

ンテーションの実態を生徒に具体

 的に説明でき，イメージ豊かな授業が展開できる。

（2）今日のグローバル化の原点として，大航海時代に始まる「世界の一体化」があ

 げられる。生徒が大航海時代以降の近代世界を構造的に把握できるようにするた

 めには，どうしたらよいか。国際理解教育では，その方法として，「ヒトの移動」

 や「モノの交流」を切り口としてとらえる方法が提起されている。具体的には，

 香辛料や銀，砂糖，茶，綿製品など，当時の世界商品の生産から消費までの過程

 を辿ったり，ヨーロッパやアフリカから大洋を越えての移民や奴隷のような強制

 的移住を取り上げたりして，当時の世界の仕組みや構造を解明する方法が考えら

 れる。また，アメリカ原産の作物が世界各地に広がったことも取り上げることが

 できる。授業で「ヒトの移動」や「モノの交流」を扱うことによって，世界の一体

性の意識を育むことが可能にな

る。「アメリカ展示」には，

ウモロコシ，ジャガイモ，カカ

オ，パプリカ（トウガラシ）な

どの展示やその伝播を説明する

パネルがあり，身近な作物を通

して，「モノの交流」を具体的

にイメージできる。また，カー

ニバルの服装やインディオの民

族衣装から，アメリカとヨー

ロッパやアフリカの文化的交流

の跡をたどることもできる。
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咽単元rr大㈱代似後…の移動やモ・の交流・亀人・に何をもたらした…」・圃

10．展開計画 ・展開記録

次・時 主な学習活動と子ども（学習者）の意識 ○留意点

［民博内での活動］

囮（質問）「［写真を示して］アメリカ
ここ’

展示室で見つけたモノです。これは何で

ｷか」
署       艦
@       h  犀、
@      こ｝＝≧’『         、 「，ゴ

團 予想される反応 竃

・大砲の砲弾 ・岩石 ・鉱物 一・ﾙ  郵
・化石（恐竜の卵？） 「これは何ですか」

国（指示） 「では，アメリカ展示室で，

写真のモノを見つけて下さい」 ◇砂糖キビ搾り機の使い方

團 砂糖の玉（砂糖キビの汁を煮て，球 について，説明する。

状に固めたもの）であることを確認し，

砂糖キビ搾り機について，観察する。 ◇生徒のなかには，アプリ

團 「アメリカ展示」活用のための手引 力系が奴隷にされた理由と

書の「近代工場は砂糖プランテーション して，「未開の民」「従順で

からはじまった？」を読む。 支配されやすい」などの偏

団（指示） 「プランテーションで働く奴 見をもつ者もある。そのた

隷は，どこから供給されたか，考えて下 め，「アフリカ展示室」の

さい」 多様な農具類や儀礼用の造

團 予想される答え 形物，写実的なブロンズ像

・インディオ を鑑賞させることで，前述

・ヨーロッパからの移民 のことがアフリカ系への偏

・アフリカからの奴隷 見であることに気づかせ

團 「アメリカ展示」活用のための手引 る。

書の「奴隷はどこから連れてこられた

か？」を読む。 ◇西欧の活動によって，大

團 「アフリカ展示室」で，農具類や儀 西洋を挟んで，西欧，西ア

礼用の造形物，ブロンズ像を探し，写真 フリカ，アメリカ（カリブ

を撮り，気づいたことをワークシートに 海域）に三角貿易が成立

記録する。また，アフリカの社会や文化 し，西欧の経済的繁栄と西

の特徴を知るために，以下のビデオテー アフリカ，アメリカ （カリ

クのいくつかを鑑賞し，その内容を， ブ海域）の低開発が進行し

ワークシートに記録する。 たことを構造的に理解させ

・フルベ族村の生活（1096，13分）
る。そして，今日の南北間

・ボゴの王さま一戸カメルーンー 題の原型が大西洋世界に形

（1472，14分） 成されたことを理解させ
・北カメルーンの王さま（7021，30分） る。

・ボゴの音楽（7031，34分）

・ガウンデレの音楽（7020，32分）
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次・時

214

主な学習活動と子ども（学習者）の意識

團 「アメリカ展示」活用のための手引

書の「大西洋の奴隷貿易」を読み，アフ

リカ系がどのようにしてアメリカに連行

されてきたのかを理解する。また，奴隷

貿易の実態を知るために，ゴレ島につい

てのビデオテークを鑑賞し，その内容

を，ワークシートに記録する。

・ゴレ島一奴隷の島から文化の島へ

一（7145 13分）

團 「アメリカ展示」活用のための手引

書の「ワットの蒸気機関も奴隷貿易のお

陰？」を読み，大西洋の奴隷貿易がイギ

リスなど西欧諸国に与えた影響について

理解する。

囮（指示） 「アメリカ展示の中に見られ

るアフリカ的要素を探してみましょう」。

（アメリカ展示の中に見られるヨーロッ

パ的要素についても探させてみるのもよ
い。）

團 「ブラジルのカーニバル」の展示を

探す。

団（指示） 「アメリカと他地域世界との

出会いと交流は，相互に大きな影響を与

え合いました。とくに，アメリカ原産の

作物は，他地域世界の生活を豊かにし，

人々を飢餓から救いました。アメリカ起

源の家畜・作物やそれを使った料理や道

具について，他のフロアーで展示されて

いるものを探してみましょう」

團 「アメリカ展示」活用のための手引

書の「アメリカから世界にひろまった作

物」とアメリカ展示室のパネル「コロン

ブス以前の新旧大陸における主要な作物

と家畜」を読み，そこにあげられていた

作物や家畜を他の展示室から探し，写真

を撮り，気づいたことをワークシートに

記録する。

○留意点

ブラジルのカーニバル

カカオの実
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次・時 主な学習活動と子ども（学習者）の意識

［事後指導］

レポート作成

團 民博で収集した写真や記録をもと

に，以下のテーマでレポートを作成し，

提出する。

レポートのテーマ5》

川北稔はその著書『砂糖の世界史』

（岩波ジュニア新書）の中で，「モノ

（商品）」を通じて歴史を見ることで

二つの大事なことがわかるといって

います。すなわち，第一一に「各地の

人々の生活の具体的姿」や「下層の

民衆の姿」が見えてくることであり，

第二に，「世界経済の仕組み」や「世

界各地の相互のつながり」がわかる

ということです。このことを念頭に

おいて，パネル「コロンブス以前の

新旧大陸における主要な作物と家畜」

のなかから一つを取り上げ，以下の

2つの課題についてレポートを作成

してください。

課題1 みなさんが選んだ作物や家

畜について，その特徴や歴史につい

て調べてみましょう。

課題2 みなさんが選んだ作物や家

畜について，下の①・②のうちのど

ちらかを選んで考察してみましょう。

①人々の生活に与えた影響（恩恵）

②世界経済の仕組みや世界各地のつ

 ながり

●レポートの発表会

団提出レポートの中から数点を選び，

発表させる。

團 発表内容や感想について，意見交換

を行う。

○留意点

精巧に装飾された真鍮製のパイプ

（アフリカ展示）
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11．評価計画：

（1）アメリカ社会の特質と16世紀から18世紀にかけてのアメリカと西欧西アフリ

 カの関係を理解し，大西洋貿易や砂糖プランテーションの構造や影響について説

 明できたか（観察，ワークシート）。

（2）大航海時代以後，アメリカ世界が他の地域世界の発展や生活の安定に与えた影

 響について理解し，説明できたか（観察，ワークシート）。

（3）大航海時代以後のアメリカ社会の文化のクレオール化について，具体例をあげ

 て，説明できたか（観察，ワークシート）。

（4）「アメリカ展示」活用のための手引書を活用しながらアメリカ展示を中心に展

 示品やビデオテークを鑑賞し，写真やメモなどで記録することができたか（観

 察，ワークシート，レポート）。

（5）大航海時代以後のモノの交流についてのレポートを作成し，レポートの内容を

 発表することができたか（観察，レポート，発表）。

12．授業づくりのための参考資料

・池本幸三ほか2名『近代世界と奴隷制  大西洋システムの中で』（人文書院，1995）

・川北稔『砂糖の世界史（岩波ジュニア新書276）』（岩波書店，1996）

 A・ヘンリー『ルーツ』（社会思想社，1978）

・本田創造『アメリカ黒人の歴史 新版（岩波新書165）』（岩波書店，1991）

・ダニエル・P・マニックス『黒い積荷』（平凡社，1976）

・シドニー・W・ミンッ『甘さと権力砂糖が語る近現代史』（平凡社，1988）

・ジャン・メイエール著／猿谷要監修『奴隷と奴隷商人』（創元社，1992）

・八杉佳穂『チョコレートの文化史』（世界思想社，2004）

・山本紀夫『ジャガイモとインカ帝国』（東京大学出版会，2004）
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田尻 単元「r大航海時代」以後のヒトの移動やモノの交流は，人々に何をもたらしたか？！」の開発

2「アメリカ展示」活用のための手引書

 コロンブスの航海は，「地理上の発見」「新大陸の発見」と呼ばれてきました。

しかし，「地理上の発見」や「新大陸の発見」という用語には，発見する側と

してのヨーロッパを中心にすえ，その進出先となる非ヨーロッパ世界，とりわ
けアメリカ世界を受動的にとら空ゑ傾向があります。この時代は，地球上のさ
まざまな人々が出会い，文化が混渚した時代でした。そのため，今日では，「地

理上の発見」「新大陸の発見」などの呼称は使われなくなり，「大航海時代」
と呼ばれることになりました。

 では，「アメリカ展示」を見学しながら，大航海時代以後のヒトの移動や
モノの交流や文化の混清について，学ぶことにしましよう。
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 これは，「アメリカ展示室」のフロアーで見つけたものです。大きさは，バ
レーボールを一回り小さくしたくらいです。これは何だと思いますか？

①これは何ですか？（民博・アメリカ展示）

 答えは，砂糖キビ汁を煮て固めたものです。19世紀のカリブ海域の島々は，イギリス，

フランス，スペインの植民地で，見渡す限りの砂糖キビ畑で覆われていました。カリブ海
の島々がこのような景観に変わったのは17世紀以降のことです。「旧世界」からアメリカ
への砂糖キビの移植はコロンブスの航海から始まりました。

講獲驚騨選

   、諏、rρ

③陰

砂轄キビ・プランテーシ

ョン（②，アメリカ合衆

園・ミシシッピ州．2003年

8月，筆者が撮影）と砂糖

キビ搾り機（③：民博・

アメリカ展示）
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田尻 単元「「大航海時代j以後のヒトの移動やモノの交流は，人々に何をもたらしたか刀」の開発

鱒継続ゆ声喩
、、毎・漏磁四輪鐙鍬・

    」＿一     図磁黒総

⑥陵

て．｝

砂糖キビを圧搾し（④），出てさたキビ汁を貯める響器（⑤）。煮詰めたキビ汁をすくう柄杓とそれを固める

木型（⑥）。．この作業によって，写真①のようなボール状のかたまりが作られる（民樽・アメリカ展示）。

◇近代的工場は砂糖プランテーションから始まった？
 砂糖プランテーションは農園と工場がドッキングした施設でし払農園での砂糖キビの作付け・施肥・

除草・収穫は過酷な労勲歪す。とりわけ，収穫時には短期間に伐採を終えないと砂糖の量や質に重大な影

響を与えたため，奴隷頭の監視のもとで早朝から夕方まで激しい労働が強制されました。成人から老人・

子供まですべての奴隷が能力別にチームを編成して，組織的に作業を行いました。工場での製糖作業は，

農園での二塁楼キに過酷で軽蔑襲満ちていました。奴隷は騒音と高温多湿の中で昼も夜も巨大なローラー

を用いての搾汁や大釜から柄杓を使っての灰汁を取り除く煮詰め作業を行いました。展示されている「砂

糖キビ搾り機（②）」は，砂糖精製のための機械です。蒸気機関車も砂糖をプランテーションから港に運ぶ

ためにいち早く導入されまし彪「世界商品」である砂糖を迅速に市場に供給することがプランターの利益

を左右したからです。近代的工場システムの原型が，植民地での砂糖プランテーションで成立したことは

驚くべきことです。イギリスで産業革命が本格化し，工場制度が定着するのは砂糖プランテーションの成

立より1世紀近く後でした。砂糖プランテーションがイギリスの工場制度に影響を与えたとの研究もあり

ます』砂口プランテーションの労働まあまりにも過酷であったために，購入し敦と奴翔ま1シrズンの内に3分の1が死亡しま

し馬そのヒぬ明円まウ倍防こら常に補充される必要がありました

◇奴隷はどこから連れてこられたか？

⑦ヨーロッパ人によ

るアメリカ大錨の「識

見」（民博・アメリカ

展示）
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ド∫．

トンボ玉（⑧）とトンボ玉を使ったネックレス，（⑨）マリア・テ

レジア金貨を加工したアクセサリー（⑩）（民博・アフリカ展示）

 奴隷貿易はヨーロッパ・西アフリカ・アメリカ間の三角貿易の形態をとりました。ヨーロッパの港を出

航した奴隷貿易船は，鉄砲や弾薬，ガラス玉（トンボ玉；アフリカ展示），安価な綿布やアフリカで通貨代

わりとして使われた鉄棒などを積み込みました。これらの商品は西アフリカに運ばれ，そこの商品と交換

されました。西アフリカの海岸地帯はヨーロッパ人によって象牙海岸，黄金海岸，嬢隷海岸など，かれら

が求めた商品名が付けられました。とりわけ，アフリカ系奴隷が最も重要な「商品」でした。当時，この
                               はかり地域にはダホメー王国やベニン王国，アシャンテ王国（砂金計測の分銅，秤：アフリカ展示）などの王国

が栄え，内陸部の弱小部族を攻撃して捕らえてヨーロッパの商品と交換することを国家の経済基盤として

いました。奴隷とされたのは，老人や子供よりも若者でした。その結果，若者人口の減少はその後のアフ

リカ社会に深刻な傷跡を残し，発展を阻害する要因となりました。

⑪ド
         様々な形をした鰍（⑪）と写

        実的なブロンズ像（⑫）（民博・

        アフリカ展示）。飾りヒョウタ

        ン（⑬） （民博・特別展「西ア

        フリカおはなし村」）。

 なぜ，アフリカ系がカリブ海やブラジルのプランテーション奴隷にされたのでしょうか。アフ

リカ系は未開の民であり，未統合の部族集団であったためでしょうか。従順な性格で支配されや

すかったからでしょうか。そのことが正しいのかを確認するために，アフリカ展示室を見学し

てみてください。「アフリカ展示」の多様な農具類や，写実的なブロンズ像，儀礼用の様々な造

形物の存在から，アフリカ社会が他の世界と比べても遜色のない発達した社会であり，農耕に対

する高度な知識と技術を有し，組織的な労働に順応できる存在であったことが分かります。

アフリカ系を未開の民・野蛮人とする見方は，根拠のない偏見です。アフリカ社会は野蛮
でも未開でもありませんでした。同時代の他の世界と比較しても決して劣ることのない成
熟した社会でした。このことが砂糖キビのような労働集約型の栽培作物の労働を可能にし
ました。

220



田尻 単元「「大航海時代似後のヒトの移動やモノの交流は，人々に何をもたらしたか～！」の開発

⑭回里

 、．  ，轡・肖
  ノブ ぐロ  ゼ

ゾ磁醤黙
黙．    鰐

募

コーランとコーラン台（①），コーランの学■娠と学■呂最

（⑮，⑯）（民博・特刎展r西アフリカおはなし村」》

 当時の西アフリカでは，イスラームの信仰が浸透していました。サハラ以北のイスラー

ム社会との接触から奴隷制が導入され，奴隷が存在し，売買されていました。このことが，

西アフリカでのヨーロッパ人による奴隷獲得を容易にしたといわれています。ここで，注
意しなければならないことがあります．イスラームの奴隷制は，待遇の面でアメリカの奴

隷制とは大きな違いがありました。西アフリカでは，アメリカのプランテーションでの労
働のように過酷な仕打ちを受けることはなく，家族のように扱われていました。なかには，

王国の高官や将軍にも取り立てられる者もいたとのことです。

 西アフリカの社会や芸能，文化について理解する上で，ビデオテークの番組が役に立ち
ます。西アフリカの社会や文化の特徴を知るために，いくつか鑑賞して下さい。

ビデオテーク

 ◇フルベ族 村の生活（1096 13分）

 ◇ポゴの王さま 一五カメルーンー（147214分）
 ◇北カメルーンの王さま（702130分）
 ◇ガウンデレの音楽（702032分）
 ◇ポゴの音楽（703134分）

◇大西洋の奴隷貿易

 ヨーロッパの商人は西アフリカで奴隷を購入すると，奴隷の額，胸，肩，背中などに焼き印を

押して貿易船に積み込み，カリブ海域やブラジルに搬送しました。この航海は「中間航路」と呼

ばれ，普通30日～40日，長いときには9ヶ月を要しました。船に奴隷をぎりぎりまで積み込ん
だため，奴隷一人あたりの空間は高さ80，奥行き180，幅40センチほどに過ぎませんでした。奴隷

たちは素裸で両手を鎖で固定された上，足も二人ずつ繋がれていました。そのため，伝染病や脱

水症，自殺などによって輸送中に多くの死者を出しました。船中での伝染病の流行を恐れた船長

は，病気になった奴隷を見つけると生きたまま海に捨てることを部下に命じました。そのため，

餌を求めた鮫が貿易船の航跡を追っていく姿をよく見かけたといいます。イギリスのリヴァプー

ル港から出航したトマス号の航海（1767年）では，奴隷630人の内100名が輸送中に死亡しま

した。歴史学者の推定によれば，16世紀から奴隷貿易が廃止される19世紀初頭までに，i200万

人から2㎜万人という奴隷が西アフリカからアメリカへ運ばれたとのことです。貿易船は奴隷

を売却後，そこで生産された砂糖やタバコ，綿花などを積み込み，ヨーロッパの港に帰還しまし
た。
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 この三角貿易によって，ヨーロッパの商人は最低でも元手の3倍の利益を得たといいます。とりわけ，

奴隷貿易は利益率が高いものでした。ヨーロッパ・西アフリカ・アメリカの3地域は三角貿易を通じて密

接な関係を形成し，経済的一体性を強めることになりました伏西洋世界の形成）。

 今日，奴隷貿易の実態を知る上で貴重な資料を提供してくれるのが，セネガルのダカー

ル沖合にあるゴレ島です。ゴレ島には，アフリカ大陸から連行してきた奴隷を一時収容し，

カリブ海やブラジルに積み出すための施設がつくられ，その施設が今も保存されています。

そのため，ゴレ島は1978年，ユネスコ世界遺産に登録されました。 ゴレ島については，
ビデオテークの番組があるので，是非鑑賞して下さい。

ビデオテーク

 ◇ゴレ島一奴隷の島から文化の島へ一（714513分）

◇ワットの蒸気機関も奴隷貿易のお陰？
 三角貿易での最大の受益者はイギリスのリヴァプール商人でした。奴隷貿易は東インド会社のよう

な独占貿易の形態をとらなかったため，財力があれば誰でも貿易に参加できました。その結果，17世

紀以前はさびれた港町に過ぎなかったリヴァプールが18世紀末までに世界最大の奴隷貿易港に成長

しました。当時のイギリスで三角貿易や植民地貿易に関わっていない商業・工業都市などはほとんど

なかったといわれます。また，植民地の砂糖プランターの多くはイギリス本土に移り住み，上流階級

を形成しました。ジョージ3世（在位1760～1820年）が砂糖プランターの立派な馬車を見て，首相

のピットに「砂糖の関税はどうなっている気象～！」と問いただしたという話が残っています。砂糖プ

ランターの中には国王を嫉妬させるほどの贅沢な暮らしをしているものも現れました。かれらの蓄え

た資本が産業革命を準備することになりました。ジェームズ・ワットの蒸気機関の研究はリヴァプー

ル商人のつくった銀行から研究資金の提供を受けて行われたといます。産業革命の代表的工業都市に

成長するマンチェスターがリヴァプールに隣接していたことは，決して偶然ではありませんでした。

◇アメリカにおけるアフリカ系の人々の生活と文化
 19世紀にはいると，ヨーロッパでの人権思想の高まりの中で，奴隷貿易は1815年のウ
ィーン会議で禁止されました。また，イギリスを初めとするヨーロッパ各国は奴隷制度を
廃止し，19世紀末には，アメリカでもその姿を完全に消すことになりました。

 この間，アフリカから連行された人々は，プランテーションの過酷な労働の中でアフリ
カの生活や文化を保持し変容させながら，新しい生活や文化をつくり上げていきました。

●アメリカ展示の中にみられるアフリカ的要素を探してみましょう。

ブラジルのカーニバル

（⑰）（民博・アメ1」

力展示）

 19世紀にキリスト

教の四旬節の祭とし

て生まれ，そこでは

アフリカ系の歌と踊
りが行われた。
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◇アメリカから世界にひろまった作物

 大航海時代には，砂糖キビのように，多くの家畜や作物がユーラシアやアフリカからア

メリカへ伝えられました。また逆に，アメリカから世界各地へひろまり，人々を飢餓から
救い，食生活を豊かにした作物もあります。

⑱コロンブス以前の「新旧」両大陸における主要な作物と家畜（民博・アメリカ展示）

1⑲1⑳病一

アメリカ起源で世昇にひろまった作物。カカ

オの実（⑲），ジャガイモ（⑳），トウモロコ

シ（⑳）（民博・アメリカ展示）

●アメリカ起源の家畜・作物やそれを使った料理や道具について，他のフロア
 一で展示されてあるか探してみましょう。

参考文献

○シドニー・ミンツ『甘さと権力』平凡社 1988年

O増田義郎『略奪の海 カリブ』岩波新書 1989年

○川北稔『砂糖の世界史』岩波ジュニア新書 1996年

O加藤祐三・川北稔『アジアと欧米世界』中央公論社 1998年
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3「アメリカ展示」活用のためのワークシート

国アメリカ展示室で見つけたものです。これは何ですか。なぜ君はそのように思ったの

ですか，その理由をあげて下さい。

下の写真は（       ）である。その理由は，

                     …

帯翌二一           であるから。

君の予想は当たっていましたか。アメリカ展示室で確認し，「解説」を読みメモして下さい。

 国写真の機械について観察し，気づいたことをメモして下さい。



田尻 単元「『大航海時代』以後のヒトの移動やモノの交流は，人々に何をもたらしたか？1」の開発

国アフリカ展示室を見学し濃機具や儀礼用嘩形物の中から・君が興味や関心をもった

展示晶を選び，写真に撮り，気づいたことをメモして下さい。

O写真貼付欄O

気づいたこと

團君が見たビデオテークのタイトルをあげ，その内容を記録して下さい。

ビデオテークのタイトル

ビデオテークの内容
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圖17・18世紀にかけて大西洋を舞台に大規模に展開した「三角貿易」について，

代表的な貿易品を（  ）に入れて下さい。

大西洋の三角貿易

③（

ヨーロッパ（とくにイギリス）

）

鎧活草命

①（

砂韓命即興←一L一国互団

）

 固「ワットの蒸気機関の開発（改良）は，奴隷貿易のおかげ」という話があります。こ

の話はどのような歴史的事実を示していたと思いますか。ビデオテーク「ゴレ島一奴隷の

島から文化の島へ一」を見て，気づいたことをメモして下さい。

 団アメリカ展示に見られるアフリカ的要素を探し，写真に撮って下さい。また，気づい

たことをメモして下さい。

○写真貼付欄○

気づいたこと
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                     しこうひん團アメリカ起源の家畜や，作物塗使った料理や嗜好品について，他の展示フロアーで探

し，写真に撮って下さい。また，気づいたことをメモして下さい。

○写真貼付欄O

．気づいたこと

◇事後用ワークシート◇

 回レポートのテーマ

 川北稔はその著書『砂糖の世界史』（岩波ジェニア新書）の中で，「モノ（商品）」を通

じて歴史を見ることで二つの大事なことがわかると言っています。すなわち，第一に「各

地の人々の生活の具体的姿」や「下層の民衆の姿」が見えてくる．ことであり，第二に「世

界経済の仕組み」や「世界各地の相互のつながり」がわかると言うζとです。このことを

念頭において，パネル「コロンブス以前の新旧大陸における主要な作物と家畜」中の作物

か家畜を取り上げ，以下の課題についてレポートを作成して下さい。

圃  選んだ作物や家畜について， その特徴や歴史を調べてみよう。

瞬  選んだ作物や家畜について，下の①・②のうちのどちらかを選んで考

 察してみよう。

   ①人々の生活に与えた影響や恩恵

   ②世界経済の仕組みや世界各地のつながり
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おわりに

 本研究では，民博の展示・資料を地歴科世界史のカリキュラムの中に位置付けて単元

を開発した。筆者の勤務校は東京都（筑波大学附属高等学校，東京都文京区大塚1－9

－1）であったため，残念ながら，クラスの生徒を連れて民博を訪問し，開発した単元

を実践することができなかった。そのため，本稿の内容は実践という鯖にかけておら

ず，まだ構想に過ぎない。もし修学旅行や授業の一環として訪問可能な高校があれば，

是非この単元を実践して頂ければと思う。

 民博では，館内での写真撮影が許可ざれている6＞ので，所蔵の展示品を記録し教材と

して授業で活用することが可能である。また，ビデオテークの中には，授業での使用を

条件に番組のビデオテープを貸し出しているものも多い。生徒と一緒に民博を訪問でき

ない場合には，展示品の写真や番組（ビデオテープ）の貸し出しサービスを活用して，

授業を行う方法も考えられる。

 この小論が学校教育で博物館をどう活用したらよいかという問題を考える上での一助

になることを祈念して，結語とする。

註

1） 地歴科の他科目の場合，博物館や郷土資料館等の地域にある施設を活用した授業を「行って

  いる方だ」，「どちらかといえば行っている方だ」と回答した教員は，「日本史A」4．8％，「日

  本史B」5．3％，「地理A」3．1％，「地理B」3．2％であった。それに対して，「行っていない

  方だ」との回答は「日本史A」79．8％，「日本史B」79．2％，「地理A」85．2％，「地理B」

  84．0％に達した。

2）博物館を活用した教員による歴史学習としては，加藤公明『子どもの探究心を育てる博物館

  学習』（歴博ブックレット13，歴史民俗博物館振興会，2000年），小出宗治「屏風絵の中の近

  世日本と世界」（同20，2002年），三橋広夫「歴史の授業を工夫する」（同25，2003年）などが

  ある。また，『教室の窓』VoL 3（文献欄を参照）には，教員による博物館を活用した社会科授

  業が紹介されている。

3）筆者は，民博「アメリカ展示」を活用した単元の他に，「オセアニア展示」 を活用した単元

  も開発した。「オセアニア展示」については，拙稿「博物館を利用した異文化理解教育一国立

  民族学博物館『オセアニア展示』を活用して一」（『研究紀要』第46巻，筑波大学附属高等学

  校，2005年）を参照して欲しい。

4） 特別展「西アフリカおはなし村」は，2003年7月24日から11月25日までの期間，民博・特別

  展示館で催された。

5） 小島道裕「歴史展示をつくるとは」（国立歴史民俗博物館編『歴史展示とは何か 歴博フォー

  ラム歴史系博物館の現在・未来』アム・プロモーション，2003年，129頁）。小島は，「自由な

  学び」あるいは「創造性」という観点からの博物館における教育の「究極のプログラム」と

  して，「展示の中から任意の資料を選び出して，それに解説をつけていくという作業」を上げ
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・司単元・・櫛時代・以後…の移・や・・の轍・・に何をもたらしたか・・」・酬

6）

ている。筆者は，小島のこの提言を参考にして，「課題1」「課題2」のようなレポートテー

マを選定した。

民博では，個人的な使用を目的とした館内の撮影は無規制となっている（ただし，特別展・

企画展は場合によって制限される）（『国立民族学博物館』国立民族学博：物館，2002年，34

耳）・

文 献

小島道裕

 2000 『イギリスの博物館で 博物館教育の現場から』歴博ブックレット16，歴史民俗博物館振

    興会

国立教育政策研究所教育課程センター

 2005 『平成15年度教育課程実施状況調査（高等学校）ペーパーテスト調査集計結果及び質問紙

    調査集計結果』

国立民族学博物館民族学研究開発センター

 2001 『学校における博物館の利用方法をめぐって』国立民族学博物館

森茂岳雄

 2005 「社会科における博物館活用の可能性」『教室の窓』3，東京書籍

文部省

 1999 『高等学校学習指導要領解説 地理歴史編』実教出版

付記：本稿に掲載した写真は，すべて筆者が撮影したものである。
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資料現行学習指導要領地理歴史科世界史と民博展示・ビデオテークとの対応表

（1）現行学智指導要領地理歴史科における．博物館活用や多文化理解にかかわ．る内容．［抜粋］

［世界史A］

3 内容の取扱い
（1＞イ

ウ

諸地域世界，交流圏，国際関係の展開などを取．り扱う際，比較文明的視点も考慮するとともに，各時代における世界の中に日本を位置付

けて考察させること。

風土，民族の扱い，人類の課題の考察，歴史地図の活用などについては，地理的条件との関連に留意すること。

（2） 内容の取扱いに当たっては，次の事項に配慮するも．のとする。

  ア 内容の（1）のアからエまでについては，諸地域世界の特質を構造的視野から把握させるものとし，個々の地域を通史的に扱うことのないようにす

   ること。また，東アジア世界の取扱いにおいては，日本を明確に位置付けること。

［世界史Bj

3 内容の取扱い                                    ．   ． ’
（1）ウ 風土，民族の扱い，現代の課題の考察歴史地図の活用などについては，地理的条件との関連に留意すること。
（2）イ（ア） 各時代の人々の生活や意識を具体的に理解できるようにし，政治史のみの学習にならないようにすること。

    （イ） 比較文明的視点から世界の歴史の中の日本の位置付けにも着目させること。

［日本史A］

3 内容の取扱い
（2）（ア〉 目本史学習に対する関心を高めるとともに，歴史の学習の基礎的な認識を深めることをねらいとして，作業的．体験的な学習を重視すること．

［日本史B1

2 内容 （1） 歴史の考察
 歴史を考察する基本的な方法を理解させるとともに，主題を設定して追究する学習，地域社会にかかわる学習を通して，歴史への関心を高め，歴史的な見
方や考え方を身に付けさせる。

ア

（ア）

（イ）

歴史と資料

歴史における資料の特性とその活用及び文化財保護の意義について理解させる。

 資料をよむ
様々な歴史的資料の特性に着目して，資料に基づいて．歴史が叙述されていることを理解させる。

 資料にふれる

博物館などの施設や地域の文化遺産についての関心を高め，文化財保護の重要性について理解させる。

3 内容の取扱い
（2）（ア） 日本史学習に対する関心を高めるとともに，歴史の学習の基礎的な認識を深めることをねらいとして，作業的 体験的な学習を重視すること。

［第3款 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い］

2 各科目の指導に当たっては，一，作業的，体験的な学習を取り入れるよう配慮するものとする。その
ため，地図や年表を読みかっ作成すること，各種の統計，年鑑，白書，画像，新聞，読み物その他の資料に親しみ，活用すること，一
望したことを発表したり報告書にまとめたりすることなど様々な学習活動を取り入れるとともに，コンピュータや情報通信ネットワークなどを活用して学習
の効果を高めるよう工夫するものとする。

（2）現行学習指導要領地理歴史科世界史と民博展示・ビデオテークの対応

新学習指導要領「2．内容」 の項目（大項目・中項目・小項目）

世界史A 世界史B 国立民族構物館の展示 ビデオテーク

（1） 世界史への扉

身近なものや日常生活にかかわる主

題，我が国の歴史にかかわる主題など，

適切な主題を設定し追究する学習を通し

て，歴史に対する関心と世界史学習への

意欲を高める。

ア 世界史における時間と空間 ◇オセアニア

時計，暦，世界地図，都市図などから 海図（地図）

適切な事例を取り上げて，その変遷や意 ◇アメリカ

義を追究させ，人々の時間意識や空間意 アステカの三石（暦）

識が時代や地域により異なることに気付 ◇南アジア
かせる。 天球儀

イ 日常生活に見る世界史 ◇オセアニア ◇オセアニア
衣食住，家族，余暇，スポーツなど ポイづくり用石ぎねと皿． C腰布，マオリの倉 腰布と女性，パンノキの実，ヤシ酒とココヤシ，

から適切な事例を取り上げて，その変遷 庫（衣食住） タロイモ料理，ウミガメ料理，現代アボリジ

を追究させ，日常生活からも世界吏がと ◇アメリカ 二の食料獲得の技術，カンガルーの石蒸し料

らえられることに気付かせる。 防寒着一式，メソアメリカ・アンデス男女の 理（衣食住）

衣装，マニオク（おろし板・しぼり・パン焼 アボリジナルの家族史調査，あるアボリジニ

き皿）依食住） 女性の生活史（家族〉

◇ヨーロッパ ◇アメリカ
糸車、椀毛具，機織り機，糸取り棒，樺皮リ アンデス高地の一・日（衣食住）

ユック，ワイン蒸留釜，ブドウ絞り機，チー ◇ヨーロッパ
ズ型，バター製造用撹絆器（衣食住） エストニアの民家，サーミ人のテント，スコ

◇アフリカ ッチ・ウィスキー，ドイツのビール．聖ドイツの

織り機と綿織物，ヒョウタン製品，牛乳入れ ソーセージづくり，アルゴイヤー・アルプス
（衣食住） のチーズづくり，フランス料理の伝統，食卓の

花嫁衣装（家族〉 黒いダイヤートリュフー，フランスのぶどう

◇西アジア 酒，ブルゴーニュのブドウ酒づくり，バスク

フェルト製外とう，水袋，男性用衣服と頭覆 のチーズつくり，羊飼いとチーズつくり，パン
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い，女性用衣服とヴェール（衣食住） の発達史，乳製品の歴史（衣食住）

コーヒー挽きとコーヒーポット，水タバコ（余 リトアニアの歌と踊り，フランスの鹿狩り，

暇） 騎馬闘牛（余暇・．スポーツ）

◇南アジア ソビエト・グルジヤ地方の結婚式（家族）

バタ．一つくり撹搾器と擁搾棒，ココナッツ削 ◇アフリカ

り（衣食住） 遊牧民トゥァレグ族キャンプの一日，フルベ

◇東南アジア 族・村の生活，フノレベ族の家畜と水，ニジェー

穀倉，家船，腰布，スンパ女性の衣装（衣食 ル川・漁村の生活，ボロロ族の生活，コトコ
住） 族の生活，熱帯降雨林の狩人，マサイ族に牧

キンマ入れ容器（余暇） 畜生活，カラハリ砂漠の家作り，ダパンゴの

◇朝鮮半島の文化 酒づくり，ケープタウンの「スラム」の一目，

木製キムチの甕（衣食住） 掘っ立て小屋に暮らす（衣食住）

◇中国地域の文化 北カルメーンの花嫁（家族）

江南の農家・四合院（家族・衣食住〉 アンダルシア音楽，セネガル相撲，カラハリ

［西南中国少数民族の文化］ 砂漠の「親指ピアノ」（余暇・スポーツ）

酒入れ，すし桶，西南中国少数民族衣装（衣 ◇西アジア
食住） トルコのチーズづくり，土の家の知恵一イラ

［草原・高原の文化］ ン「，ヤシのサンダル，遊牧民の生活，パン

銀製食器，バター茶つくり用おけ（衣食住） の発達史，．乳製品の歴史（衣食住）

◇中央・北アジア ◇南アジア

カザフの天幕・炊事場，女性の部屋，トルク インドのサリー（衣食住）

メ．ン・ウズベクの民族衣装，キルギスの花嫁 ◇東南．アジア

衣装，帽子（衣食住・家族） アカ族の生活，ア八目の米づくり，北部タイ
［モンゴル遊牧民の文化］ 農村の住居と食生活，タイの塩辛と魚醤油，

モンゴルの天幕，モンゴルの衣装，馬乳酒用 カンボジアの塩辛づくり，カンボジアのウド

革袋と擾絆棒，酒の蒸留装置（衣食住・家族） ン作り，クチン川河口．あ漁労と生活，イバン

すもう用衣装，馬頭琴（余暇・スポーツ） 族の生活（衣食住）

［狩猟と漁労の文化］ ラ山月ン・カオレーカンボジアの仮面劇一，

上衣とスカート，白樺皮製容器，トナカイ用 スバエク・．トーイーカンボジアの小型影絵芝

そり・くら（衣食住） 居一，スエバク・トムーカンボジアの大型影

◇アイヌの文化 絵芝居一，西ジャワの竹の楽器，西ジャワの

鳥皮衣，アツシ衣，イラクサ衣，魚皮製衣服， 太鼓，ワヤンとマーハーバーラタの物語り，

切伏せ文衣，アイヌの家，木皿・木盆・あみ ワヤン・クリットの物語り，ジャワの影絵芝

容器（衣食住） 居一ワヤン・クリットー，バロンダンス，バ

喫煙具（余暇） リ島のガムラン，ジョゲット・ブンブン（余

◇日本の文化 暇・スポーツ）

秋山郷の民家，いろり，膳（衣食住，家族） ヤ一族の結婚式，ジャコブルウォの結婚，バ

リ島の結婚式（家族）

◇中央・北アジア

フェルトの敷物，ウイグル族の生活，キルギ

ス族の生活，モンゴル遊牧民のすまい，トル

ダート・モンゴル族の生活（衣食住）

．泌乳酒の祭り，サハの馬乳酒のまつり（余暇

・スポーツ）

タジク族の結婚式（家族）

◇朝鮮半島

韓国の伝統料理，韓国の伝統的衣装（衣食住）．

韓国の民衆仮面劇，韓国の旅芸人ナムサダン
（余暇・スポーツ）

韓国の結婚式（家族）

◇中国
ヤオトン

地下式住居 窪洞の生活，トルダート・モン

ゴル族の生活，ウイグル族の生活，トン族の

暮らし，トン族の住まい（衣食住）

◇アイヌ

沙流アイヌの家造り，、アットゥシーアイヌの

衣装一，アイヌのシリカップ料理，日高アイ

ヌのウバユリ澱粉づくり（衣食住）

アイヌの楽器・トンコリ（余暇・スポーツ）

沙流アイヌの結婚式（家族）

◇日本

省略

ウ 世界史と日本史とのつながり ◇音楽・言語

日本と世界の接触・交流にかかわる 琵琶とリュート，ウード

人，物，技術，文化などから適切な事例 世界のことばの語順

を取り上げて，接触・交流の具体的様相

を追究させ，日本列島の歴史と世界史と

の密接なつながりに気付かせる。

（D 諸地域世界と交流圏 （2） 諸地域世界の形成

風土，民族，宗教などに着目させ 人類は各地の自然環境に適応しなが

ながら，ユーラシアを中心に形成さ ら農耕や牧畜を基礎とする諸文明を築き

れた諸地城世界の特質を把握させ 上げ，やがてそれらを基により大きな地

る。また，諸地域相互の交流に触れ， 域世界を形成したことを把握させる。

世界の一体化につながる交流圏の成

立に気付かせる。 （3＞諸地域世界の交流と再編

ユーラシアの内陸及び海域のネソトワ

一クを背景に，諸地域世界の交流が一段

と活発になり，新たな地城世界の形成や

再編を促したことを把握させる。
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ア 東アジア世界 （2）ウ東アジ．ア・内陸アジア世 ◇中国地域の文化 ◇中国

東アジアの風土と諸民族，漢宇文 界の形成 ［漠族の文化］ 黄土高原の春範ト～東アジアの風土〉

化，儒教，中国を中心とする国際体 東アジア・内陸アジアの風土，中華文 竜骨車（東アジアの風土：水稲耕作） 地下式住居 密洞の生活個上）

制に触れ，日本を含む東アジア世界 明の起源と秦・漢帝国，遊牧国家の動向， 四合院（中国社会の宗族） トルダート・モンゴル族の生活（諸民族）

の特質を把握させる。 唐帝国と東アジア諸民族の活動に触れ， 龍舞（中国皇帝と冊封体制） ウイグル族の生活（諸民族）

日本を含む東アジア世界と内陸アジア世 ［西南中国少数民族の文化］ 毘脊の玉（中国文化の広がり）

界の形成過程を把握させる。 西南中国少数民族衣装 （東アジアの諸民族） ◇朝鮮半島

◇朝鮮半島の文化 韓国の古稀祝い（儒教）

［歴史と文化］ 韓国の結婚式（儒教）

祭祀床（チェササン）（儒教） 韓国の葬儀（儒教）

（3） ウ 内陸アジアの動向と諸 符籍（護符）（漢字文化〉 韓国の国楽器（東アジア文化〉

地域世界 ［衣食住生活と芸能1 宗廟祭（宗族・東アジア文化〉

契丹・女真と宋の抗争，モンゴル帝国 両班の屏風（平生図）（科挙・儒教） 宗廟祭の音楽と楽器（宗族・東アジア文化）

の興亡と諸地域世界や日本の変動に触 ◇日本

れ，内陸アジア諸民族がユーラシア諸地 日本の文字（漢字文化）

域の交流と再編に果たした役割を把握さ 雅楽概襲訴要ア護ち㌘文化）

せる。 雅楽 撚奪く残 楽 三返（東アジアの文化）

雅楽 萬歳楽（東アジアの文化）

イ 南アジア世界 （2）イ 南アジア世界の形成 ◇南アジア ◇南アジア
南アジアの風土と諸民族，仏教の 南アジアの風土，インダス文明，ア ［神々と人間］ インドのサリー（南アジアの諸民族）

成立、ヒンドゥー教とカースト制度， 一リや人の進入以後の文化，社会，国家 ホーマの祭場（ヴェーダ，仏教〉 ネパールの面づくり （ヒンドゥー教）

イスラ～ムの影響に触れ，南アジア の発展に触れ，南アジア世界の形成過程 絵解き用神田（ヒンドゥー教） ◇東南アジア
世界の特質を把握させる。 を把握させる。 笛を吹く牧童のクリシュナ（同上） パガンの仏教遺跡

シヴァとその家族（同上） 北部タイ農村の田植え（東南アジアの風土）

村の鬼神たち（同上） タイ仏教寺院の奉納儀式（上座部仏教）

マンダラ1仏教） タイの托鉢僧（上座部仏教）

マ日車（仏教） タイの水田稲作（東南アジアの風土）

ジナ像（ジヤイナ教） スバエク・トム（カンボジアの大型影絵芝居）

イスラム教寺院の扉（イスラーム） （ラーマーヤナ）

シク教経典と経典台（シク教） ワヤンとマーハーバーラタの物語り

ナリー（南アジアの諸民族〉 ワヤン・クリットの物語り

［〈らしと文化］ ジャワの影絵芝屑 ワヤン・クリット

生薬（南アジアの風土） （以上，マハーバーラタ）

ココナッツ削り（同上） 中部ジャワの宮殿と更紗（木綿布）

◇東南アジア ジャワ更紗の技法（木綿布）

［衣服と装身具｝ バリ島の結婚式（ヒンドゥー教）

腰衣（東南アジアの風土）

スンバ女性の衣装（同上）

説法台（仏教）

寺院の壁画（ラーマヤーナ）

［音楽と芸能］

ワヤン人形（ラーマヤーナ，マハーバーラタ）

ウ イスラーム世界 （2）ア 西アジア・．地中海世界 ◇西アジア ◇酋アジア

西アジアの風土と諸民族，イラン 西アジア・地中海世界の風土，オリ ［農耕・牧畜の生活］ イ．スラムの断食（イスラーム）

文明の伝統，イスラームの成立と拡 エント文明の盛衰，イラン人の活動，エ フェルト製外とう（西アジアの風土・生活） トルコのチーズつくり

大に触れ，イスラーム世界の特質を ．一 Q文明，ギリシア・ローマ文明に触れ， ヒツジ用鈴（西アジアの風＝k・生活） パンの発達史

把握させる。 西アジア・地中海世界の特質を把握させ 水袋（酉アジアの風土・生活） 乳製品の歴史
る。 ラクダ用鞍（西アジアの風土） 遊牧民の歴史

［衣と装身具］ （西アジアの風土・歴史〉

（3＞ア イスラーム世界の形成と 女性用ヴェール・衣服〔イスラーム・生活） イランの職人たち（イラン文明）

拡大 男性用衣服と頭覆い（西アジアの風土） ◇アフリカ

アラブ人とイスラーム帝国の発展，ト ［都市の生活］ アンダルシア音楽（アラブ音楽）

ルコ系民族の活動，アフリカ・南アジア タイル（イスラーム） フェズのメディナを歩く （イスラーム都市）

のイスラーム化に触れ，イスラーム世界 影絵人形（カラギョズ）（西アジアの諸民族）

の形成，拡大の過程を把握させる。 コーヒーひきとコーヒーポット（西アジアの生

?j

?^バコ（西アジアの生活）

［イスラム教の世界］

カアバ神殿の垂れ幕 （イスラーム）

コーランとコーラン台（イスラーム）

じゅず（イスラーム）

礼拝用じゅうたん（イスラーム）

◇音楽・言語
．［言梱

襖形文字（西アジアの文字）

エ ヨーロッパ世界 （3）イ ヨーロッパ世界の形成と
ヨーロッパの風土と諸民族，ギリ 変動

シア・ローマ文明の伝統，キリスト ビザンツ帝国と東ヨーロッパの展開，

教に触れ，ヨーロッパ世界の特質を 西日ーロソバの封建社会，都市の発達と

把握させる。 王権の伸長に触れ，キリスト教とヨーロ

ッパ世界の形成，変動の過程を把握させ

驕B

オ ユーラシアの交流圏
8世紀以降の諸地域世界の交流の

深まりに触れ，ユーラシア規模の交

流圏の成立とそれを支えた都市や港
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田尻 単元「『大航海時代』以後のヒトの移動やモノの交流は，人々に何をもたらしたか？1」の開発

のネット．ワークを把握させる。

幽 旧 冒 四 曹  π 「 一

（ア〉潜域世界の成長とユーラシア

ムスリム商人のインド洋進出，中

国商人の南シナ海進出を中心に，ユ

一ラシアの諸海域を結ぶネットワー

クの成長を把握させる。

（イ）遊牧社会の膨張とユーラシア （2） 諸地域世界の形成 ◇中央・北アジア ◇中国
内陸アジアの騎馬遊牧民，オアシ ア 西アジア・地中海世界 ［農耕と遊牧の文化1 ウイグル族の生活（オアシス民）

ス都市民の活動を中心に，陸のネッ イ 南アジア世界の形成 カザフの天幕（遊牧民の生活） ウイグル族のオアシス（オアシス民）

トワークの成長とモンゴルによ．るユ ウ．東アジア・内陸アジア世界の形 トルクメン・ウズベクの民族衣装， トルファンの遺跡（オアシス都市）

一ラシアの一日目を把握させる。 成 キルギスの花嫁衣装（遊牧民の生活） 天山南路のオアシス（オアシス都市 ）

［モンゴル遊牧民の文化］ ◇中央・北アジア

モンゴルの天幕（遊牧民の生活） キルギス族の生活（シルクロードの遊牧民）

ツァムの面（信仰，チベ．ット仏教） 馬乳酒の祭り（モンゴル遊牧民）

馬丁酒用革袋と撹二二・酒の蒸留装置（遊 モンゴル遊牧民の住まい （モンゴル遊牧民）

牧民の生活）

モンゴルの衣装（遊牧民の生活）

馬頭琴（遊牧民の生活）

アラグ〔牛糞目籠），熊手（遊牧民の生活）

すもう用衣装（遊牧民の文化）

◇中国地域の文化

（3） 諸地域世界の交流と再編 ［草原・高原の文化］

ア イスラーム世界の形成と拡大 じゅうたん（ウイグル，オアシス民）

イ ヨーロッパ世界の形成と変動 ・                    一 一 一  一 一 一 一  一 雫 ’

（ウ） 地中海海域とユーラシア ウ 内陸アジアの動向と諸地域世界 ◇アフリカ

イタリア商人による東方貿易とイ アンダルシア音楽（アラブ音楽）

スラーム文明のヨーロッパへの流入

を中心に，ユーラシア，アフリカと

つながる地中海交流圏の成長を把握
させる。

@（エ） 東アジア海域とユーラシア

          一   一   一   一   一   一   一   一   一   一   一   一   一   一   一

椏坙{の文化

國

元の大都を拠点とする東西交流と 。膿魁の用具］

黄海や東シナ海における交易の活性 山原船

化，倭窟，勘合貿易，琉球王国の交 ［シンボルとしてのアイヌ衣装］

易活動を中心に，日本列島を含む東 山丹服（蝦夷錦）

アジア海域の交流圏としての成長を

把握させる。

（2） 一体化する世界 （4）諸地域世界の結合と変容

16世紀以降の世界商業の進展と産 アジアの繁栄とヨーロッパの拡大を背

業革命後の資本主義の確立を中心 景に，諸地壊世界の結合が一層進んだこ

に，世界の一体化の過程を理解させ とを把握させるとともに，主権国家体制

る。その際，．ヨーロッパの動向と目 を整え工業化を達成したヨーロッパの進

本などアジア諸国の対応に着目させ 出により，世界の構造化と社会の変容が
る。 促されたことを理解させる。

ア 大航海時代の三界 ◇アフリカ ◇アフリカ

大航海時代のヨーロッパとアフリ アシャンテ王国の分銅（大西洋の奴隷貿易） フルペ族 村の生活

カ，アメリカ、アジアとの接触・交 装身具（トンボ玉） （大西洋の奴隷貿易） ボゴの王さま一北カメルーンー

流を扱い，16世紀の世界の一体化へ ボゴの音楽

の動きを理解させる。 ガウンデレの音楽

（以上，アフリカ人の社会，生活，文化）

◇アメリカ ゴレ島一奴隷の島から文化の島へ一（大西洋

踏み鋤（アメリカの生活） の奴隷貿易）

ジャガイモ・トウモロコシ等（アメリカの食 ◇アメリカ
物） アンデス高地の一日（アメリカの生活）

サトウキビ搾り機（砂糠プランテーション）

衣装（ヨーロッパとアメリカの．交流〉 アンデス高地の農耕と牧畜（アメリカの生活）

◇音楽・言語

インカのキープ（結縄）

イ アジアの諸帝国とヨーロ ア アジア諸地域世界の繁栄と成熟 ◇アメリカ ◇アフリカ
ッバの主権国家体制 明・清帝国と朝鮮や日本との関係， サトウキビ搾り機（砂糖プランテーション） ゴレ島一奴隷の島から文化の島へ一 （大西洋

．アジアの諸帝国の政治と社会，ヨ 東南アジア海域世界とイ不ラーム世界の の奴隷貿易）

一ロッパの主権国家体制の成立，大 動向を扱い，16世紀から18世紀にかけ

西洋貿易の展開を扱い，．17世紀及び てのアジア諸地域世界の特質を理解させ

18世紀の世界の特質を理解させる。 る。

イ ．ヨーロッパの拡大と大西洋世界

ルネサンスと宗教改革，新航路の開拓，

主権国家体制の成立，大酉洋貿易を扱い，

16世紀から18世紀にかけてのヨーロッ

パ世界の特質とアメリカ・アフリカとの

関係を理解させる。

ウ ヨーロッパ・アメリカの諸 ウ ヨーロッパ・アメリカの変革
革命 と国民形成
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産業革命，フランス革命，アメリ 産業革命，フランス革命，アメリカ

力諸国の独立，自由主義と国民主義 諸国の独立など，18世紀後半から19世

の進展，拡大する貿易活動を扱い， 紀にかけてのヨーロッパ・アメリカの経

ヨーロッパ・アメリカにおける資本 済的，政治的変革．を扱い，産業社会と国

主義の確立と国民形成を理解させ 民国家の形成を理解させる。

る。

エ アジア諸国の変貌と日本 工 世界市場の形成とアジア諸国

ヨーロ．ッパの進出期におけるアジ 世界市場の形成，ヨーロッパ諸国のア

ア諸国の状況，植民地化や従属化の ジァ進出，オスマン，ムガル，．清帝国及

過程での抵抗と挫折，伝統文化の変 び日本などアジア諸国の動揺と改革を扱

容，その中での日本の対応を扱い，19 い，19世紀のアジアとヨーロッパの関

世紀の世界の一体化とその特質を理 係を理解させる。

解させる。

オ 帝国主義と世界の変容

ヨーロッパ諸国によるアジア・アブ

リカの植民地化をめぐる競合とアジア・

アフリカの対応を扱い，19世紀後期か

ら20世紀初期の世界の支配・従属関係

を伴う一体化と社会の変容を理解させ
る。

（3） 現代の世界と日本 （5） 地球世界の形成

地球規模で一体化した現代世界の 科学技術の発達や生産力の著しい発展

特質と展開過程を理解させ，人類の を背景に，現代世界は地球規模で一体化

課題について考察させる。その際， し，棺互依存を強めたことを理解させる。

世界の動向と異本とのかかわりに着 また，国際対立と国際協調，科学技術と

目させる。 現代文明などの観点から20世紀の歴史

の特質を考察させ，未来を展望させる。

ア 急変する人類社会 ア ニつの大戦と世界
輸送革命，マスメディアの発達， 二つの大戦と総力戦，ロシア革命とソ

企業や国家の巨大化，祉会の大衆化 ヴィエト連邦の成立，大衆社会の出現と

と政治や文化の変容，公教育の普及 全体主義，世界恐慌と資本主義の変容，

と国民統合などを扱い，20世紀．とい アジアの民族運動などを扱い，20世紀

う時代の特質を人類史的視野から把 前半の世界の動向と社会の特質を理解さ

握させる。 せる。

イ ニつの世界戦争と平和
第一次世界大戦と第二次世界大戦

の原因や総力戦としての性格，それ

らが及ぼした影響を理解させ，平和

の意義などについて考察させる。

ウ 米ソ冷戦とアジア・アフリ イ 米ソ冷戦と第三勢力
力諸国 米ソ冷戦の展開，アジア・アフリカ

第二次世界大戦後の米ソ両陣営の 諸国の独立と紛争，平和共存の模索と多

対立，アジア・アフリカの民族運動 極化の進展を扱い，冷戦期の世界の動向

と植民地支配からの独立を理解さ を理解さ．せる。

せ，核兵器問題やアジア・アフリカ

諸国が抱える問題などについて考察

させる。

工 地球社会への歩みと日本 ウ 冷戦の終結と地球社会の到来

1970年代以降の市場経済の世界 市揚経済の世界化，東欧諸国の民主

化や地球規模での問題の出現を理解 化と冷戦の終結，ソヴィエト連邦の解体，・

させ，目本が世界の諸国，諸地域と アジア経済の急成長，地域統合の進展な

多様性を認め合いながら共存する方 どを扱い，1970年代以降の世界と日本

向などについて考察させる◇ の動向を理解させる。

オ 地域紛争と国際社会 工 国際対立と国際協調
冷戦終結後の世界で起こった地域 核兵器間題，人種・民族問題，第二

紛争の原因や歴史的背景を追究さ 次世界大戦後の主要な国際紛争など，現

せ，国際社会の変化や国民国家の課 代の国際問題を歴史的観点から追究さ
題などについて考察させる。 せ，国際協調の．意義と課題を考禦させる。

オ 科学技術の発達と現代文明
力 科学技術と現代文明 情報化，先端技術の発達，環境問題

原子力の利用，情報科学，宇宙科 などを歴史的観点から追究させ，科学技

学の出現など現代の科学技術の人類 術と現代文明について考察させる。

への寄与と課題を追究させ，人類の

生存と環境，世界の平和と安全など 力 これからの世界と日本

について考察させるとともに，国際 国際政治，世界経済，現代文明など

的な交流と協調の必要性に気付かせ において人類の当面する課題を歴史的観
る。 点から追究させ，これからの世界と日本

を展望させる。

備考：本表は，、国立民族学博物館編『国立民族学博物館展示ガイド』（千里文化財団，

    民族学博物館，2002年）を参考にして作成した。
2000年），『2002ビデオテーク【番組一覧】』（国立
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